
新型コロナウィスルの感染拡大に伴い、様々な予防処置が求められております
が、マスク、ガウン、グローブ、消毒用エタノール等の医療用資源が枯渇しつつ
あります。

当院ではこのような現状と感染対策を踏まえ、下記の事柄を患者さんとご家族
へのご理解をお願いしております。

❐次の症状がある方は歯科診療を控え「帰国者・接触者相談センター」
にご相談ください。

▪発熱やのどの痛み、せき、息切れ、強いだるさ（倦怠感）などの症状がある。
▪風邪の症状37.5°C以上の発熱が4 日以上続いている
▪強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ(呼吸困難)がある
※高齢者や基礎疾患等のある方は、上の状態が2 日程度続く場合

❐通常より休診日を増やし、診療時間を短縮して診療しております。

❐紹介患者さんや、学会専門医が行う治療（インプラント、矯正、補綴、
審美）を除く初診受付を、当面控えさせていただきます。

❐患者さん同志の接触を避け、距離を保つために受付の待合場所を分散
しております。

❐定期検診の受診期間の１〜３ヶ月程度の延長をお願いしております。

❐軽度の歯の疼痛、歯肉の腫脹、知覚過敏など、歯ブラシの徹底や経過
観察で症状が寛解すると思われる場合の救急来院、「念のため」という
診察のご要望を、しばらくの期間ご遠慮いただきます。

ご理解、ご協力、何卒よろしくお願いいたします。

患者さんとご家族へのお願い



患者さんとご家族へのお願い

新型コロナウイルス感染予防のため、
ご理解、ご協力、何卒よろしくお願いいたします。

受付時と待合室にてお待ちの際には、

マスクの着用をお願い致します。

うがいのお願い

診療チェアーにて、治療前に

ポビドンヨード（イソジン）

による「うがい」のご協力を

お願いしております。

マスク着⽤のお願い

※ヨードアレルギーの⽅は、
事前にお知らせください。



新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、歯科治療の安全性についての問

い合わせを多数頂いております。

当院はもとより使用器具、機材の滅菌と消毒の徹底を行っており、各診療

チェアーの間隔が十分な吹き抜け空間の診療室で、さらには院内換気シ

ステムも最新です。また、当院スタッフの健康状態にも最新の注意を欠か

さず行い、人と人の接触を削減するため、当院で開催されていた歯科医

師向けのインプラント、審美、矯正、歯周病治療等の教育セミナーや実習

コースをすべて中止しております。感染予防には十分な配慮を行っている

ため、患者さんへの感染のリスクは低いことをご理解ください。

そのような環境下では患者さんへの感染よりも、診療時のエアロゾル発生

にともなう「患者→医療スタッフ」への感染予防が急務となります。

したがって、当面はスタッフがマスク、ゴーグル、キャップ、防護服を装着し

た状態で診療を行い、患者さんと医療スタッフの双方への感染予防に

努めておりますが、医療資源の

確保と人の密集を作らないように

するために診療予約と初診受付

に制限を設けていることをご容赦

くださいませ。

よろしくお願いいたします。

サトウ歯科デンタルインプラントセンター大阪

理事長 佐藤琢也

新型コロナウィルスに関連する歯科治療の安全性の見解

★ガウンは令和2年5⽉1⽇、市⽴東⼤阪医療センターに進呈しました。


